
午
後
6
時　
夜
の
部

出
立
ち
後　
道
ゆ
き　

午
後
２
時　
昼
の
部

午
前
8
時　
準
備

午
前
11
時
30
分　
出
立
ち

　
獅
子
と
対
峙
す
る
の
は
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
鈴
の
音
で

獅
子
を
誘
い
手
な
ず
け
る
少
女

「
釣
子
」と
、
竹
の
棒
で
暴
れ
る

獅
子
を
い
さ
め
る
少
年「
花
棒
」。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
大
役

を
担
い
、
獅
子
と
共
に
舞
台
を
作

り
上
げ
ま
す
。

　
祭
り
は
一
日
が
か
り
で
す
。
日

中
に
民
家
で
舞
を
披
露
す
る「
出で

立た

ち
」を
終
え
る
と
、
一
行
は
砥

川
神
社
を
目
指
し
て
町
を
練
り
歩

き
、
神
社
の
境
内
が
、
昼
・
夜
の

部
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
熱
気
が
最
高
潮
に
達

す
る
の
が
夜
の
部
。鳥
居
、楼
門
、

拝
殿
に
仕
掛
け
ら
れ
た
花
火
を

獅
子
が
次
々
と「
食
い
ち
ぎ
り
」、

舞
の
合
間
に
は
夜
空
を
彩
る
打
ち

上
げ
花
火
が
上
が
り
ま
す
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の「
も
や
い

獅
子
」で
は
、
雌
雄
の
獅
子
が
激

し
く
舞
い
狂
い
、
滝
の
よ
う
に
降

り
注
ぐ
花
火
の
火
の
粉
を
浴
び
な

が
ら
固
く
抱
き
合
い
ま
す
。

　

花
火
と
獅
子
が
織
り
な
す
壮

大
な
光
景
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

会
場
を
包
む
観
客
の
た
め
息
と
歓

声
が
、
他
に
類
を
見
な
い
こ
の
祭

り
の
真
価
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ー
ハ
イ
ハ
イ
ト
ー
ハ
イ
ハ

イ
…
」。
獅
子
舞
に
合
わ
せ
て
奏

で
ら
れ
る
祭
り
ば
や
し
。
笛
と
太

鼓
の
旋
律
に
い
ざ
な
わ
れ
、
獅
子

が
舞
台
を
所
狭
し
と
舞
い
ま
す
。

　
砥
川
の
獅
子
舞
は
、
山
か
ら
下

り
て
き
た
獅
子
を
鎮
め
、
山
へ
返

す
と
い
う
物
語
。
赤
の
雄オ
ン
ジ
シ

獅
子
と

緑
の
雌メ
ン
ジ
シ

獅
子
が
交
互
に
登
場
し
、

や
が
て
二
匹
が
交
わ
り
幻
想
的
に

舞
い
踊
る「
も
や
い
獅
子
」が
最

大
の
特
徴
で
す
。
疫
病
退
散
を
祈

願
し
て
始
ま
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す

が
、
そ
の
情
熱
的
な
舞
は
子
孫
繁

栄
の
願
い
を
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は「
上
砥
川
」、「
中

砥
川
・
下
鶴
」、「
下
砥
川
・
新
川
」

と
い
う
三
つ
の
地
域
が
、
年
ご
と

に
交
代
で
運
営
を
担
う
担
当
制
。

今
年
担
当
す
る「
下
砥
川
・
新
川
」

は
、
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
７
年
ぶ
り
の
大
役
と
な
り
ま
す
。

　
担
当
地
域
は
、
舞
手
と
な
る
子

ど
も
た
ち
の
選
出
か
ら
、
運
営
、

舞
台
設
営
、
獅
子
回
し
、
花
火
に

至
る
ま
で
、
祭
り
の
全
て
を
取
り

仕
切
り
ま
す
。「
獅し

子し

頭が
し
ら

」、「
花は

な

火び

頭が
し
ら

」と
い
っ
た
責
任
者
も
、
そ

の
地
域
の
住
民
が
務
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
担
当
地
域
だ
け
で
こ

の
伝
統
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
運
営
を
陰

で
支
え
る
の
は
、
地
域
の
垣
根
を

超
え
て
集
ま
る
重
鎮
た
ち
。
自
身

も
幼
い
頃
か
ら
祭
り
に
親
し
み
、

今
で
は
子
や
孫
の
世
代
に
舞
や
演

奏
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
祭
り
の

根
幹
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
砥
川
獅
子
舞
保
存
会
・
森
田
眞

一
会
長
も
そ
の
一
人
。「
先
輩
か

ら
受
け
取
っ
た
タ
ス
キ
を
、
僕
ら

が
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
番
だ
ね
」

獅
子
と
子
ど
も
た
ち
が

作
り
あ
げ
る
壮
大
な
舞
台

獅
子
舞
奉
納
日
の
流
れ

　奉納される獅子舞は、人吉の青井阿蘇神社を源
流とし、嘉島町六嘉を経てこの地へ伝わったとさ
れます。仕掛け花火を用いるなど、他に類を見な
い独自の進化を遂げた砥川奉納獅子舞。地域に受
け継がれる伝統・文化をひもときます。10 月 17 日に執り行われる大祭神事

祭
り
を
担
う
地
域
と

そ
れ
を
支
え
る
重
鎮

砥川獅子舞保存会　松
まつ

永
なが

修
しゅう

一
いち

さん、作
さく

永
なが

重
しげ

光
みつ

さん、森
もり

田
た

眞
しん

一
いち

会長、藤
ふじ

島
しま

朝
あさ

利
とし

さん

火
と
舞
の
伝
統

砥

獅川
子

今年の獅子頭中
なか

林
ばやし

貢
みつぐ

さんと花火頭塩
しお

山
やま

剛
つよし

さん
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